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𝑋1 = 5 sin 𝑡 + sin 2𝑡 − 7 cos 2𝑡 + 10
𝑋2 = −2 sin 𝑡 + 3 cos 2𝑡 − cos 3𝑡 + 10






= 5 cos 𝑡 + 2 cos 2𝑡 + 14 sin 2𝑡
𝑑𝑋2
𝑑𝑡
= −2 cos 𝑡 − 6 sin 2𝑡 + 3 sin 3𝑡
                                                                                         (4) 
になる。(3)と(4)を見比べると、sin 𝑡、sin 2𝑡、sin 3𝑡、cos 𝑡、cos 2𝑡、cos 3𝑡の 6 関数の線形和になっ
ている。そこで、 
{
𝑋3 = cos 𝑡
𝑋4 = sin 2𝑡
𝑋5 = sin 3𝑡
𝑋6 = cos 3𝑡











= − sin 𝑡
𝑑𝑋4
𝑑𝑡
= 2 cos 2𝑡
𝑑𝑋5
𝑑𝑡
= 3 cos 3𝑡
𝑑𝑋6
𝑑𝑡
= −3 sin 3𝑡
                                                                                                                                (6) 
を得る。一方、(3)に(5)を代入して、 
{
𝑋1 = 5 sin 𝑡 + 𝑋4 − 7 cos 2𝑡 + 10
𝑋2 = −2 sin 𝑡 + 3 cos 2𝑡 − 𝑋6 + 10
                                                                                             (7) 
を得る。これを解くと、 
{
sin 𝑡 = 3𝑋1 + 7𝑋2 − 3𝑋4 + 7𝑋6 − 100
cos 2𝑡 = 2𝑋1 + 5𝑋2 − 2𝑋4 + 5𝑋6 − 70


















= 4𝑋1 + 10𝑋2 + 5𝑋3 + 10𝑋4 + 10𝑋6 − 140
𝑑𝑋2
𝑑𝑡
= −2𝑋3 − 6𝑋4 + 3𝑋5
𝑑𝑋3
𝑑𝑡
= −3𝑋1 − 7𝑋2 + 3𝑋4 − 7𝑋6 + 100
𝑑𝑋4
𝑑𝑡







                                                                    (9) 
を得ることができ、(3)を満たす自励微分方程式系を求める逆問題を解くことができた。 
 次に、この方法を(1)に適用して一般化する。𝑒𝑖𝜔𝑗𝑡の共役複素数の和と差で cos関数と sin関数は得
られるから、(1)は(3)を含み、(1)に対し、同様な解法を定式化できる。 
 (1)と(2)には𝑁個の𝑒𝑖𝜔𝑗𝑡しかない。これらを、 
𝑒𝑖𝜔𝑗𝑡           (𝑗 = 1,⋯ ,𝑁)                                                                                                                   (10) 
と並べ、 
𝑋𝑘 = 𝑒
𝑖𝜔𝑘𝑡           (𝑘 = 𝑀 + 1,⋯ ,𝑁)                                                                                              (11) 
と置く。(11)を(1)に代入し、(10)の線形結合として整理すると、 
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